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　応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届
け

し
ま
す
。

　お
な
じ
み
「
元
気
く
ん
・

ち
ゃ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

紙
面
に
登
場
し
て
く
れ
る
お

子
さ
ん
（
応
募
時
点
で
二
歳

未
満
の
方
が
対
象
）

を
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
受
け
付

け
順
に
全
て
の
方
を
紹
介

し
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加

く
だ
さ
い
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
本
人
一
人
で
写
っ

て
い
る
写
真
（
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
①
住
所

②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性
別

④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名
⑥

メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧

お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店

名
を
書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ

ー
タ
を
添
付
し
て
＝

m
-
h
o
m
e
n
e
w
s
@
d
u
-

n
e
t
.
n
e
.
j
p

（
携
帯

の
絵
文
字
は
使
用
不
可
で

す
）
＝
へ
。
画
質
に
よ
っ
て

は
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」コ
ー
ナ
ー
募
集
中
!

　生
菓
子
や
焼
き
菓
子
な
ど

常
時
四
十
―
五
十
種
類
ほ
ど

を
取
り
扱
い
。
こ
と
し
九
月

に
創
業
四
十
二
周
年
を
迎
え

る
、
地
域
で
愛
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
。

　シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
、
フ
ァ

ン
が
多
い
昭
和
レ
ト
ロ
な
ケ

ー
キ
や
季
節
ご
と
の
商
品
が

並
ぶ
、
豊
富
で
お
値
打
ち
な

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

　中
で
も
、
創
業
当
時
か
ら

変
わ
ら
な
い
と
い
う
手
焼
き

の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
（
一
個

百
七
十
円
＋
税
）
は
好
評
の

一
品
。
ま
た
、
う
ま
味
と
こ

く
が
た
っ
ぷ
り
…
名
古
屋
コ

ー
チ
ン
の
卵
を
一
〇
〇
％
使

っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
プ
リ

ン
も
人
気
商
品
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、
夏
季
限
定
で

人
気
の
「
ま
る
ご
と
ピ
ー

チ
」
（
六
月
中
旬
か
ら
八
月

末
ご
ろ
）
は
種
を
く
り
ぬ
い

て
、
そ
の
中
に
ク
リ
ー
ム
を

詰
め
た
商
品
。
使
用
す
る
実

は
一
つ
一
つ
糖
度
を
測
っ
て

選
ん
で
い
る
の
だ
と
か
。

　「
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
厳

選
素
材
を
使
用
し
た
フ
ル
ー

ツ
ゼ
リ
ー
は
贈
り
物
に
も
ぴ

っ
た
り
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
賞

味
く
だ
さ
い
」

と
店
主
。

　水
曜
定
休
。

営
業
時
間
は
午

前
九
時
半
―
午

後
七
時
。
十
二

台
分
の
駐
車
場

あ
り
。
☎
０
５

６
８
（

）
１
３

２
６
。

創業42年の人気店！ 洋
菓
子
エ
ン
ペ
ラ
ー

　

　春
日
井
市
柏
井
町
六

ノ
一
一
〇
ノ
一

ショーケースには

人気商品が並ぶ

　緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　岡

　美
沙
子
選

万
葉
の
法
律
令
は
り
や
う
と
読

む
令
和
よ
り
優
し
き
こ
と
ば
の

ひ
び
き

　
　
　
　高
橋

　正
幸

新
元
号
決
ま
る
や
た
だ
ち
新
し

き
詐
欺
の
手
口
に
使
ふ
者
あ
る

　
　
　
　
　
　
　柴
崎

　郁
子

号
外
に
お
ど
る
二
文
字
の
新
元

号

　昭
和
は
い
よ
い
よ
遠
い
歴

史
よ

　
　
　
　
　中
村
不
早
子

旗
振
れ
ば
笑
顔
の
学
童
渡
り
行

く
「
令
和
」
の
御
世
も
変
ら
ぬ

笑
み
に

　
　
　
　森

　
　勝
子

「
あ
な
甘う

ま

」
と
茂
吉
の
詠
み
し

粥
の
歌
思
ひ
て
食た

う

ぶ
病
床
の
飯い

ひ

　
　
　
　
　
　
　菊
池

　隆
子

ひ
と
刷
け
の
雲
を
浮
か
べ
る
水

揺
ら
し
犇
め
く
鯉
の
口
ほ
の
赤

き

　
　
　
　
　
　佐
々
木
幸
子

パ
ソ
コ
ン
の
試
行
錯
誤
で
上
達

す
わ
が
仕
事
量
つ
ぎ
つ
ぎ
増
え

る

　
　
　
　
　
　深
水

　十
馬

う
め
が
実
の
太
れ
る
あ
し
た

粛
々
と
令
和
元
年
誕
生
す
な
り

　
　
　
　
　
　
　山
口

　広
子

元
号
を
「
令
和
」
と
告
ぐ
る
大

臣
の
胸
に
揺
れ
を
り
拉
致
の
記

章
が

　
　
　
　
　岩
田
佐
智
子

散
策
路
ゆ
く
人
の
声
賑
々
し
平

成
最
後
の
満
月
の
夜

　
　
　
　
　
　
　加
藤

　繁
子

儘
な
ら
ぬ
ベ
ッ
ト
の
夫
に
石
斛

の
し
だ
れ
咲
く
鉢
見
せ
む
と
友

は

　
　
　
　
　
　松
原

　弘
子

白
蛇
の
現
身
の
如
き
銀
竜
草

　

大お
ほ

神み
わ

神
社
の
木
下
に
咲
け
り

�

加
藤

　静
子

ひ
ば
り
、
告ひ

ば

り

天
子

　令
和
祝
ぎ

ゐ
て
あ
が
り
し
か
青
き
ま
ほ
ら

に
点
と
な
る
ま
で

　

�

�

岡

　美
沙
子

　「
病
院
に
も
新
聞
配
達
員
の

方
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
知

り
、
私
は
う
れ
し
く
な
っ
た
」

（
二
〇
一
八
年
最
優
秀
賞
）

―
。
日
本
新
聞
協
会
は
「
第


回
新
聞
配
達
に
関
す
る
エ
ッ
セ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
る
。

　中
日
新
聞
販
売
店
を
は
じ
め

全
国
で
約
二
十
九
万
人
の
ス
タ

ッ
フ
が
毎
日
、
各
家
庭
や
企
業

な
ど
に
新
聞
を
配
達
。
新
聞
配

達
の
日
（
十
月
二
十
日
）
に
向

け
た
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
毎

年
、
小
中
高
生
を
含
む
多
く
の

読
者
か
ら
新
聞
配
達
に
関
す
る

〝
ち
ょ
っ
と
い
い
話
〟
や
、
販

売
店
ス
タ
ッ
フ
と
の
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
配
達
で
の
経
験

な
ど
を
つ
づ
っ
た
未
発
表
の
エ

ッ
セ
ー
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　四
百
字
程
度
に
ま
と
め
、
は

が
き
・
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
で
も
可
。
締
め

切
り
は
七
月
一
日
（
当
日
消
印

有
効
）
。
選
考
結
果
は
、
十
月

に
中
日
新
聞
紙
面
と
日
本
新
聞

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
表
。

大
学
生
・
社
会
人
部
門
最
優
秀

（
賞
金
十
万
円
な

ど
）
ほ
か
、
中
学

生
・
高
校
生
部
門

最
優
秀
（
図
書
カ

ー
ド
三
万
円
な

ど
）
ほ
か
、
小
学

生
部
門
最
優
秀

（
同
二
万
円
な

ど
）
ほ
か
に
分
か
れ
て
い
る
。

　応
募
は
①
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
②
郵
便
番
号
・
住
所
③
新

聞
配
達
経
験
の
有
無
④
生
年
月

日
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
職
業

（
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）
を

明
記
し
て
、
〒
１
０
０
―
８
５

４
３
（
住
所
不
要
）
日
本
新
聞

協
会
「
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
」
係
へ
。
フ
ァ
ク
ス
＝


（
３
５
９
１
）
６
１
４
９
。
メ

ー
ル
＝essay@pressnet.jp

（
添
付
形
式
は
不
可
）
。

　日
本
新
聞
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
応
募
で
き
る
。
問

い
合
わ
せ
は
同
＝
☎

（
３
５

９
１
）
４
４
０
５
＝
へ
。

新
聞
配
達
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
中

　締
め
切
り
は
来
月
１
日

特別審査員の池上彰さん

　日
頃
の
成
果
を
舞
台
で
発
表

し
て
み
ま
せ
ん
か
―
。
「
守
山

文
化
祭

　Ｏ
Ｎ

　Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

～
み
ん
な
で
創
る
夢
舞
台
～
」

を
主
催
す
る
守
山
文
化
祭
委
員

会
（
事
務
局
・
区
役
所
地
域
力

推
進
室
内
）
で
は
、
出
演
者
を

募
集
し
て
い
る
。

　出
演
無
料
。
十
九
回
目
の
こ

と
し
は
十
一
月
十
六
日
（
土
）

・
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
半

―
午
後
四
時
半
、
守
山
文
化
小

劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
開
催
。

歌
・
楽
器
演
奏
・
舞
踊
・
ダ
ン

ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
発
表
が
で
き
る
。

　区
在
住
の
個
人
、
区
内
に
活

動
場
所
や
練
習
会
場
の
あ
る
グ

ル
ー
プ
が
対
象
。
募
集
数
は
両

日
で
約
三
十
組
、
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
（
反
響
板
を
設
置

す
る
十
六
日
の
午
前
分
は
別
枠

で
抽
選
）
と
な
っ
て
い
る
。

　申
し
込
み
は
区
役
所
、
志
段

味
支
所
、
各
コ
ミ
セ
ン
ほ
か
に

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
同
事
務
局
へ
持
参
。

そ
の
ほ
か
、
〈
郵
送
〉
〒
４
６

３
―
８
５
１
０
（
住
所
不
要
）

守
山
区
役
所
地
域
力
推
進
室
宛

て
、
〈
フ
ァ
ク
ス
〉
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
０
８
で
も
受

け
付
け
る
。

　い
ず
れ
も
六
月
二
十
八
日

（
金
、
必
着
）
締
め
切
り
。
問

い
合
わ
せ
は
守
山
文
化
祭
委
員

会
事
務
局
＝
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
４
５
２
４
＝
へ
。

　◇
健
康
体
操

　
日
（
火
）
後
１
・

―
２

・

、
守
山
福
祉
会
館
☎
０
５

２
（
７
９
３
）
６
３
３
０
。
六

十
歳
以
上
の
人
対
象
。
当
日
自

由
参
加
、
初
め
て
同
会
館
を
利

用
す
る
場
合
は
手
続
き
（
利
用

証
の
交
付
）
要
。
無
料

　◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
初

夏
の
湿
地
め
ぐ
り
」

　
日
（
金
）
前
９
・

―
正

午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新

居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内

展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６
１

（

）
１
５
５
１
。
自
然
観
察

指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園
内

を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当
日

受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と

し
て
大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　◇
も
り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広

場

　ｉ
ｎ

　志
段
味

　
日
（
金
）
前

―
正
午
、

志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
。
※

問
い
合
わ
せ
は
守
山
区
役
所
民

生
子
ど
も
課
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
４
５
９
２
へ
。
親
子
で
一

緒
に
体
を
動
か
し
た
り
、
手
作

り
お
も
ち
ゃ
遊
び
を
し
て
楽
し

め
る
催
し
。
保
育
園
や
幼
稚
園

の
紹
介
と
い
っ
た
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
子
育
て
世
代
向
け
防
災
グ

ッ
ズ
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
が
あ

る
ほ
か
、
区
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」

も
来
場
。
靴
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
持
参
（
会
場
内
は

土
足
禁
止
）
。
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
対
象
。
無
料

　◇
お
は
な
し
会

　
日
・

日
（
土
）
後
２
・


―
３
、

日
（
木
）
後
４
―

４
・

、
守
山
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
紙

芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ

か
。
幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　◇
移
動
児
童
館

　ｉ
ｎ

　志

段
味
地
区

　
日
（
水
）
前

・

―


・

、
志
段
味
地
区
会
館
。
※

問
い
合
わ
せ
は
守
山
児
童
館
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
５
０
１

へ
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
パ

パ
マ
マ
ビ
ク
ス
の
ほ
か
、
育
児

・
健
康
相
談
や
身
体
測
定
も
。

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
。
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
日
（
金
）
前

―
正
午
、
守

山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
５

２
（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ

り
」
の
皆
さ
ん
が
、
壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
を
修
理
。一
般
対
象
。
無

料
（
修
理
不
可
や
部
品
代
百
円

程
度
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
）

　◇
お
い
し
い
お
は
な
し
会

　
日
（
土
）
前

・

―


、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
市
の

食
育
月
間
に
合
わ
せ
、
食
べ
物

が
出
て
く
る
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
の
読
み
聞
か
せ
を
。
幼
児
・

小
学
生
対
象
。
無
料

　◇
世
界
が
広
が
る
ち
ょ
っ
と

い
い
お
話
会
「
命
は
輝
い
て
い

る
」
～
重
度
障
が
い
児
家
族
の

お
話
会
～

　
日
（
水
）
前

・

―
正

午
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０
１

１
。
〝
障
が
い
理
解
〟
や
〝
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〟
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

指
す
催
し
の
六
回
目
。
突
然
、

障
が
い
児
の
母
親
と
な
っ
た
話

し
手
が
命
の
大
切
さ
な
ど
を
伝

え
る
。
一
般
対
象
、
先
着
三
十

人
。
※
申
し
込
み
は
６
月

日

（
火
）
―
、
同
協
議
会
の
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
＝
０
５
２

（
７
５
８
）
２
０
１
５
＝
で
受

け
付
け
。
無
料

　子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
―
。

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一

＝
は
、
八
月
八
日
（
木
）
に

「
ナ
ゴ
ヤ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ

ェ
ス
タ
２
０
１
９

　ポ
ッ
シ
ブ

る

」
の
講
座
二
つ
を
開
催
。

参
加
申
し
込
み
の
受
け
付
け
が

間
も
な
く
始
ま
る
。

　同
フ
ェ
ス
タ
は
、
も
の
づ
く

り
や
伝
統
芸
能
、
ク
ラ
フ
ト
な

ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
祭
典
。

多
く
の
人
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
〝
名
古
屋
を
元
気
に
し
て

い
こ
う
〟
と
す
る
の
が
狙
い
。

こ
と
し
は
市
内
十
八
カ
所
で
約

六
十
の
講
座
が
催
さ
れ
る
。

　守
山
文
化
小
劇
場
で
行
わ
れ

る
講
座
名
、
時
間
な
ど
は
次
の

通
り
。

　▽
〈
浴
衣
の
着
付
け
＆
帯
結

び
〉
午
後
一
時
半
―
同
二
時

半
。
高
校
生
以
上
の
女
性
対

象
、
定
員
十
人
。
浴
衣
を
着
る

こ
と
に
自
信
が
な
い
人
向
け
、

初
心
者
歓
迎
。

　▽
〈
１
０
０
年
前
に
ア
メ
リ

カ
で
流は

行や

っ
た
ペ
ア
ダ
ン
ス
を

踊
ろ
う

〉
午
後
四
時
―
同
五

時
半
。
小
学
四
年
生
―
中
学
生

対
象
（
保
護
者
同
伴
可
）
、
定

員
三
十
人
。

　と
も
に
参
加
費
五
百
円
。
申

し
込
み
は
六
月
十

三
日
（
木
）
午
前

九
時
か
ら
受
け
付

け
。
問
い
合
わ
せ

は
守
山
文
化
小
劇

場
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
８

２
１
＝
へ
。

ナ
ゴ
ヤ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
受
講
者
募
集

市
内

カ
所
で

余
講
座

　守
山
文
化
小
劇
場
で
も

日頃の成果を発表できる場・舞台「守山文化祭 ON STAGE」

浴衣の着付けと帯結びな

どが学べる（イメージ）


